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Face and communication:
Cognitive basis and its evolution
―顔とコミュニケーション：認知の基盤とその進化を探る―
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平成26年11月8日（土）13:00 ～ 17:00
専修大学神田校舎7号館3階 731教室
大久保　街亜（心理科学研究センター研究員／専修大学教授）
大久保　街亜（心理科学研究センター研究員／専修大学教授） 
“Which side do you choose? Facial asymmetry in trustworthiness 
　―どちらを選ぶ？ 信頼感における顔の左右差―”
Mark Changizi（2AI Labs 共同代表） 
“The self-visible face ―顔に自ずと表れる―”
Bruno Laeng（オスロ大学 教授） 
“The self-loving face ―自分に似た顔を好む：パートナー選択と顔の好み―”
小田　亮（名古屋工業大学 准教授） 
“The self-sacrificing face ―利他性と顔―”
質疑応答 ・フリーディスカッション
平成26年度 第2回目の国際シンポジウムでは，「顔とコミュニケーション：認知の基盤とその進
化を探る」をテーマとして取り上げます。本センターの研究テーマである「心の連続性」について，
その検討を進めるための中心的概念に「進化」があります。この進化と言う視点から，顔とコミュ
ニケーションという身近なテーマについて報告や講演，そしてディスカッションを行います。これ
まで本センターで行ってきた「コミュニケーションの進化」に関する研究成果の報告を行うとと
もに，理論生物学，認知神経科学，比較行動学などさまざまな分野の研究者を国内外から招聘し，
登壇をお願いしました。近接領域の研究者と積極的な意見交換を行うことで，進化という視点か
ら融合的心理科学のありかたについて理解を深める，またとない機会になると考えています。
※ 本シンポジウムは国際シンポジウムとして英語で行われました。年報には当日の講演・研究報告内容を日本語
翻訳し，掲載いたします。なお，著作権等の都合により，一部講演者のスライド資料の掲載を割愛させていた
だきます。
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【趣旨説明】
大久保　街亜（心理科学研究センター研究員／専修大学教授）
1
本日はお忙しい中，本シンポジウムへお越しいただき，誠にありがとうございます。今回のテー
マは，「顔とコミュニケーション：認知の基盤とその進化を探る」です。本シンポジウムは，文部
科学省の私立大学戦略的研究基盤形成支援事業によりサポートされています。
2
今回，私が「顔とコミュニケーション」というトピックを選んだ理由は，極めてシンプルです。
顔は，コミュニケーションにおいて重要な体の一部であり，コミュニケーションの際によく目立つ
からです。この写真でもご覧いただけますように，ヒトはコミュニケーションをする時，自然に互
いの顔を見ますよね。顔は，コミュニケーションに必要な多くの情報を伝えているのです。
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3
さきほど言いましたが，顔はコミュニケーションにおいて，極めて重要な部分であるかもしれ
ない，と考えています。顔とコミュニケーションについて，様々な質問を投げかけることができる
と思います。例えば，なぜ我々の顔はこんな感じなのでしょうか。ヒトの眼はふたつ，鼻はひとつ，
口はひとつですが，これには何か理由があるのでしょうか。また，この中でどの顔が魅力的ですか。
どれかひとつくらいは魅力的に感じていただけると良いですが，皆さんのお好み次第ですね。また，
どの顔が一番信頼できるでしょう。笑顔ですか，それとも左の怒った顔ですか。
4
以上のような疑問に答えるために，本日は世界中から素晴らしい講演者の方々をお招きしまし
た。一人目は，理論生物学者のMark Changizi先生です。Changizi先生は『ひとの眼，驚異の
進化（原題：Vision Revolution）』の著者として広く知られていらっしゃいまして，本日は「The 
self-visible face　―顔に自ずと表れる―」というテーマでお話しくださいます。二人目は，ノル
ウェーのオスロ大学， Bruno Leang先生です。Laeng先生は，瞳孔測定と認知神経科学のスペシャ
リストで，本日は「The self-loving face　―自分に似た顔を好む：パートナー選択と顔の好み―」
についてお話しくださいます。そして三人目は，名古屋工業大学の小田亮先生です。小田先生は，
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利他性と協調行動のスペシャリストでいらっしゃいまして，本日は「The self-sacrificing face　
―利他性と顔―」についてお話しくださいます。
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【研究報告】大久保　街亜（心理科学研究センター研究員）
【講演1】Bruno Laeng 氏
【基調講演】Mark Changizi 氏
【講演2】小田　亮 氏
